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この演題検索プログラムでは、演題登録時に入力された、 

⚫ 著者氏名 

（発表者の他，共著者の氏名でも検索可能です。注:氏と名の間は半角スペースを開けてください） 

⚫ 発表カテゴリー 

⚫ 所属 

⚫ 演題名 

⚫ 動物分類群 

⚫ 動物名（学名・英名・和名） 

⚫ keyword（英文） 

をもとにして、どのような演題があるのか、インターラクティブな一覧表を表示させることができます。 

 

[使い方] 

大会 HP 上で簡易演題検索プログラムのアイコンをクリックすると以下の画面表示になります 

（タイトルに第９１回と書かれていますが説明は同じです）。 

 

① の検索ボックスに検索ワードを入力すると、表中の全ての列に書かれている内容に対して 

全文検索をかけます（検索は前方一致検索のみ可能で，仕様上，複数条件の AND検索などはできません）。 

②の項目名の右側についている▲▼マークをクリックすると昇順・降順でソートされます。 

③のボックスを使うと各列を基準としてデータを検索し、ヒットしたものだけを表示するように 

フィルターを書けることができます。 

④は①・③の結果、絞り込んだエントリー数が表示されており、1 画面に 10 演題ずつ表形式で 

表示されることを表しています。 

⑤の Previous,数字,Next をクリックすることで、演題リストの次のページを閲覧できます。 

⑥の Column visibility ボタンをクリックすることで表示コラムの一覧が出てきます。 

そのボックスをオンオフすることで、表示させたい項目をお好みに併せて変更することが可能です。 

 

[検索をやり直すには（＝初期表示に戻すには）] 

お使いの Web ブラウザーで「ページの再読込」を行ってください。 

  



[ご利用上の注意点] 

⚫ 氏名で検索する場合は，氏と名の間を半角スペースで開けてください（全角スペースではエラーとな

ります）。ローマ字表記の場合は Family name と First name の間に“, ”（半角カンマと半角スペー

ス）を挿入してください。 

⚫ 画面表示直後は演題名，動物分類群，Scientific Name, English Common Name, 標準和名，Keyword, 

発表者以外の著者一覧などはウインドウの右側からはみ出てしまっていますが，ウインドウのスクロ

ールにより閲覧可能，かつ全文検索の対象となっています。 

以下の例 A~C に示すように検索で絞り込んだ後に”Column visibility”を使って不要項目の表示をオフ

にしてご覧頂きますと閲覧しやすいものと思われます。 

 

例 A：演題・動物名・keyword に”メダカ“が入る演題を検索する 

①のボックスに”メダカ“と入力する。 

 

画面左下に 287 演題中の 20 演題が該当しており、その中の 1〜10 演題が表示されている旨、 

示されている。 

 

例 B: 例 A の中で、発表カテゴリーが”発生“のものだけを表示する 

 

［発表カテゴリー］下のボックスに“発生”と入力すると、例 A の検索結果がさらに絞り込まれる。 

 

  



例 C：例 B の表示項目をカスタマイズして自分好みの表にする 

⑥Column visibility ボタンをクリックすると下の画面が表示される。 

 

デフォルトでは全項目が表示されるようになっているので、表示をオフにしたい項目名のボックスを 

クリックする。表示項目の選択が完了したら、灰色になっている領域をどこでも良いのでクリックする。 

 

 


